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  新本幼稚園＜音楽・英語特区＞ 

 

 

６月半ばに、めろん・ばなな組（複式学級）の園内研修会を行いました。小規模園の教育の進め方につい

ては、総社市全体でも２年前からワーキンググループでの研修会を行っており、今回は川西地区以外の幼稚

園・こども園からも多数の先生方にご参加いただきました。大規模園にも中規模園にもそれぞれのよさがあ

りますが、今回の研修会で先生方が感じた「小規模園だからこそのよさ」をいくつか紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆小規模園の保育を見て、今後自分（参加された先生）がしてみたいと思ったこと 

・先生が前に出すぎず、友達同士や異年齢同士の関わりがもてるように指導していて、子どもたちの育ち合

いがたくさん見られたので、私も大切にしていきたいと改めて思った。 

・降園時の振り返りで一人一人の思いに寄り添いたい。小規模園だからこそ、自分の思いを伝える場を多く

もてるので、伝える喜び、聞いてもらう嬉しさを十分感じさせたい。 

 

今回の研修会で多くの先生方から、小規模園だからこそできることやそのよさをたくさん見つけていた

だき、改めて小規模園のよさを感じることができました。大変ありがとうございました。 

Happy and Smile 

                              
 （園長だより）令和６年８月２８日号 

小規模園だからこその「よさ」とは・・・                                         

子ども同士それぞれの

子のことをよく知ってい

る。異年齢でも互いの名

前を呼び合える。 

 

小規模だからこ

その友達との関わ

りの深さがある。 先生に見てもらった

り、認めてもらったり

することが多く満足感

を味わいやすい。 

地域の方に大変親しみを感

じていて、互いに自然に話が

できる温かい雰囲気がある。 

「したい」「やってみた

い」と思う遊びに、意欲が

高まっている間にくり返し

取り組むことができる。 

５歳児

が一人一

つのバケ

ツで田植

えをする

ことがで

きる。責

任と愛着

が生まれ

る。 
子どもの遊びや発展

に合わせて、すぐに遊

具や用具を移動させた

り、自由に使ったりす

ることができる。 

発表の回数や内容の把

握など、一人一人に応じ

た細かい援助ができる。 どこで

だれが何

をしてい

るかがよ

く見え、

遠くから

でも声が

掛けられ

る。 必要なタイミン

グでの声掛け、援

助（待つ、誘うな

ど）ができる。 

先生が

子どもと

一緒に、

しっかり

と遊び込

める。 

十分な数、空

間、広さの確保。

（遊具、水道、ト

イレなど） 
環境の再

構成を子ど

もと一緒に

考えてでき

る。 

幼児の姿 

環境構成 
教師の援助 


